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委員会報
告

広報から議会が透ける（議会広報クリニック）

議会本来の役割とは

議会広報編集特別委員会　委員長　増田安至

議会改革推進特別委員会　委員長　福永 啓

　令和７年11月６日、議会広報クリニックに参加
した。熊本学園大学越地教授を講師として、は
じめに議会だよりの概観を解説され、研修前半
は議会事務局がどの様なサポートをしているか
具体的な普段の仕事内容を踏まえ意見交換を
行った。後半は３つの町（大津町・西原村・御船町）
の議会広報の分析、質問や意見に対応した。

御船町へのコメント
① �通年議会のため毎月発行という事は知ってい

たが、改めて活性化されている議会と感じた。
② �毎月発行は編集委員の負担が大きいが、協

力は得られているか。
③ �毎月発行でネタに困らないか。町の広報紙と

の重複は無いか。
④ �すべて横書きで見やすい。2色刷りでレイア

ウトもすっきり。
⑤ �もう少しカラーのページもできないか。

　　　　　今年も色々なコメントをいただき非
常に参考になった。頂いたコメントを

更に今後に活かしていくべきだと感じた。今後
もより良い広報誌づくりができるよう、議会事務
局のスタッフと頑張っていきたい。

感想

　令和７年11月7日、議会アドバイザー熊本大
学法学部教授伊藤洋典先生を講師にお迎えし、
研修を行った。内容は「二元代表制と議会の役
割」について。日本の地方自治は、首長と議員
をそれぞれ直接選挙で選ぶ「二元代表制」となっ
ているが、「議会も町を代表している」と言わ
れても、ピンと来ない住民の方々も多いかもし
れない。しかし、世界を見渡せば、議会のみを
選挙で選ぶ国はあっても、首長のみを直接選ぶ
民主主義国家は存在しない。つまり、民主主義
と地方自治の根幹は、やはり「議会」にあると
言える。今回の研修を通じ、議会こそが民主主
義と地方自治の要であると再確認し、今後とも

その自覚を強く持ちながら、皆様の声をより良
い形で町政に反映させるべく邁進していかねば
ならないと再確認することが出来た。

議会アド
バイザー

研修

議会モニターにもご参加いただいた

他町村議会からは毎月発行への質問が多くあがった
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御船町議会広報では、広報委員が町内教育の現場を訪
問し、「学校のいま」を紹介していく特集を掲載する。

議会広報編集特別委員会 委員　作田豊明

シリーズ「学校のいま」

幼保連携型認定こども園 にじいろのもりNo.17

未来に生きる　心も体もすこやかに

　12月１日に認定こども園「にじいろのもり」を訪問し、北森園長先生から話を聞いた。当園は、令和６年4月
1日に開園し、現在90名の園児が通園されている。

子どもが楽しいと思い、保護者が安心できるこども園。
教育・保育の根幹に「子どもを主体」に据え「子どもにしっかりと寄り添い、
一人一人を大切に」した教育・保育を進めておられる。

園目標

教育・保育目標

①元気な子　②考える子　③やさしい子理想とする子どもの姿

日常生活の中で自然に英語を学べる環境を提供されている。
英語教室は、経験豊富なネイティブの先生が担当しており子どもたちが楽しみながら英
語に親しめるよう、遊びや歌、体を動かしながら学んでいる。ネイティブの先生だから
こそ、英語の発音やリズムを本格的に学ぶことや、文化的な背景や生活習慣も自然に触
れることができるので、言葉だけでなく、異文化理解の第一歩を踏み出すことができる。
子どもたちは、英語を「学ぶ」だけではなく、「使う」楽しさを感じながら成長していける。

こども園にじいろのもりの特色ある活動

ますます発展していく御船町の未来を拓く子どもたちが、心身ともに健やかに育成されるよう乳幼児期の
教育・保育の充実を図るため、御船町にもう１園子ども主体の認定こども園を設立したいと考えたとのこ
と。「子育てに対する不安・負担感・孤立感を抱く地域の方々への支援、手助けとなるように地域におけ
る子育て支援を展開している」という話を聞けて、園の計画を応援したいと思った。

「
感
想
」

◆じゃがいも・大根の収穫体験（地域の方の農園にて）
◆トマト・きゅうりの苗植えと収穫体験（山都町の農家さん指導のもと）
◆さつまいもの苗植えと収穫体験（園の農園）
◆玉ねぎ植えと収穫体験（園の農園）
◆町道沿いに菊の花植え（園の農園）

◆地域周辺への散歩。
◆芝生の園庭を素足で遊ぶ。遊具も大人気。
◆平成音楽大学では落ち葉やドングリを拾って遊ぶ。

英語活動

地域交流活動

平成音楽大学へのお散歩・園庭遊び 楽しい活動が
いっぱいです。

〜ともに生き、ともに育ち、ともに支え合う〜
「未来に生きる 心も体もすこやかに」
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11　私はこれまで会社（株式会社 麻生交通）

を通じて、御船町の公共交通、福祉施設、

体育館などの運営に携わり、町と深く関

わってまいりました。熊本地震では事業に

も大きな被害を受けましたが、生まれ育っ

た御船町のために「自分たちにできること

は何か」をずっと考えてきました。

　そんな折、町の重要政策である「キッズ

ドリーム運動公園プロジェクト」の民間

提案公募を拝見し、未来を担う子どもた

ち、その親世代や祖父母世代、そしてこれ

から親になる方々に、「御船町は魅力的な

町だ」と感じていただける場所をつくりた

いという思いから手を挙げました。

　今後は、事業化に向けて町と詳細を協議

し、このプロジェクトを通じて町民の皆様

の生活の一助となり、さらなる町の発展に

寄与できるよう努めてまいります。

　皆様と共に、御船町の新たな“ワクワ

ク”を育んでいければ幸いです。

１月行事予定
８日 議会広報編集特別委員会

９日 全員協議会　総務文教　
産業厚生

14日 視察受入（議会改革対応）
宮崎県川南町議会

15日 議会（予定）

20日 第２回町村議会議員研修会
（オンライン）

21日 視察受入（議会運営委員会対応）
佐賀県基山町議会

26日 視察受入（こども未来課対応）
兵庫県尼崎市議会

29日
視察受入（議会広報対応）
熊本県上天草市議会
議会運営委員会（予定）

かがやく

キッズドリーム成功に向けて

人 熊
本
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み

ふ
ね

町
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会
（
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月

）

Q1	御船町の好きなところはどこですか
	 ★恐竜公園　★恐竜博物館　★にじいろのもりの保育園がある
Q2	御船町にあったらいいなというものはありますか？
	 ★動物園　★遊ぶものがいっぱいある公園　★水族館
Q3	保育園での1番の思い出は何ですか？
	 ★思い出作り会　★秋祭り　★運動会　★芋ほり
Q4	大きくなったら何になりたいですか？
	 ★パイロット　★消防士　★美容師　★警察官　
	 ★スパイダーマン　★サッカー選手　★ごはん屋さん

宝宝宝宝宝

麻生悠太
（御船町出身）熊本市在住

幼保連携型認定こども園 にじいろのもりの園児たち

田代東部分館、
社協、区長会主催
で『ふれあいもち
つき、独居高齢者
友愛訪問』が開催
された。地域住民
が集まり、子ども
達の笑顔で地域に
元気を与えた。ま

た、今回上益城消防署の救命講習会と社協
の防犯講習も開催された。� （作田）


